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ⅠⅠ 策策定定経経過過

１１ 主主なな策策定定経経緯緯

■■ 令令和和３３年年度度

月 日 白老町都市計画マスタープラン策定委員会設置要綱の策定

月 日 次期都市計画マスタープラン策定方針の決定

月 日～ 現行都市計画マスタープラン検証作業実施（～ 月 日）

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン検討部会開催

月 日～ 中学生アンケート調査実施（～ 月 日）

月 日～ 町民アンケート調査実施（～ 月 日）

月 日～ 事業者アンケート調査実施（～ 月 日）

月 日～ 高校生アンケート調査実施（～ 月 日）

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン策定委員会開催

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン検討部会開催

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン策定委員会開催

月 日 まちづくり未来フォーラム＆意見交換会開催

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン検討部会開催

月 日 議会全員協議会（中間報告）

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン策定委員会開催

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン検討部会開催

月 日～ 地区町内会連合会長ヒアリング実施（～ 月 日）

月 日 北海道との協議

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン検討部会開催

月 日 第 回白老町都市計画マスタープラン策定委員会開催

月 日 北海道との協議

月 日～ パブリックコメント（～ 月 日）

■■ 令令和和４４年年度度

月 日 白老町都市計画審議会開催

月 日 白老町都市計画審議会開催

月 日 白老町都市計画審議会 答申式開催

月 日 議会全員協議会（最終報告）

２２ 審審議議会会諮諮問問・・答答申申

（（１１））諮諮問問
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２２ 審審議議会会諮諮問問・・答答申申

（（１１））諮諮問問
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（（２２））答答申申 ３３ 策策定定体体制制

（（１１））白白老老町町都都市市計計画画審審議議会会（（会会員員名名簿簿）） ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

会長 松田 謙吾 白老町議会議長

副会長 清水 尚昭 白老建設協会会長

会員 吉谷 一孝 白老町議会総務文教常任委員長

会員 広地 紀彰 白老町議会産業厚生常任委員長

会員 熊谷 威二 白老町商工会会長

会員 西村 篤子 ＮＰＯ法人 お助けネット理事

会員 井澤 梨紗 農業従事者

会員 鈴木 キワ子 白老町婦人団体連絡協議会副会長

会員 福田 茂穂 一般社団法人 白老観光協会会長

会員 吉村 智 白老町町内会連合会会長

（（２２））白白老老町町都都市市計計画画ママススタターーププラランン策策定定委委員員会会（（委委員員名名簿簿）） ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

委員長 竹田 敏雄 白老町副町長

副委員長 古俣 博之 白老町副町長

副委員長 下タ村 光弘 苫小牧工業高等専門学校 創造工学科 博士

副委員長 鈴木 聡士 北海学園大学 工学部生命工学科 教授

委員 中野 嘉陽 白老町環境町民会議会長

委員 鴻野 剛一 白老町商工会振興課長

委員 千葉 勝宏 一般社団法人 白老観光協会事務局長

委員 道見 翔太 一般社団法人 白老青年会議所副理事長

委員 牧野 直樹 白老町町内会連合会事務局長

委員 倉地 美直 社会福祉法人 優和会理事長

委員 北平 美樹 ＮＰＯ法人 お助けネット理事

委員 小林 克己 一般公募
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３３ 策策定定体体制制

（（１１））白白老老町町都都市市計計画画審審議議会会（（会会員員名名簿簿）） ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

会長 松田 謙吾 白老町議会議長

副会長 清水 尚昭 白老建設協会会長

会員 吉谷 一孝 白老町議会総務文教常任委員長

会員 広地 紀彰 白老町議会産業厚生常任委員長

会員 熊谷 威二 白老町商工会会長

会員 西村 篤子 ＮＰＯ法人 お助けネット理事

会員 井澤 梨紗 農業従事者

会員 鈴木 キワ子 白老町婦人団体連絡協議会副会長

会員 福田 茂穂 一般社団法人 白老観光協会会長

会員 吉村 智 白老町町内会連合会会長

（（２２））白白老老町町都都市市計計画画ママススタターーププラランン策策定定委委員員会会（（委委員員名名簿簿）） ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

委員長 竹田 敏雄 白老町副町長

副委員長 古俣 博之 白老町副町長

副委員長 下タ村 光弘 苫小牧工業高等専門学校 創造工学科 博士

副委員長 鈴木 聡士 北海学園大学 工学部生命工学科 教授

委員 中野 嘉陽 白老町環境町民会議会長

委員 鴻野 剛一 白老町商工会振興課長

委員 千葉 勝宏 一般社団法人 白老観光協会事務局長

委員 道見 翔太 一般社団法人 白老青年会議所副理事長

委員 牧野 直樹 白老町町内会連合会事務局長

委員 倉地 美直 社会福祉法人 優和会理事長

委員 北平 美樹 ＮＰＯ法人 お助けネット理事

委員 小林 克己 一般公募
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（（３３））白白老老町町都都市市計計画画ママススタターーププラランン検検討討部部会会（（部部員員名名簿簿）） ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

部会長 竹田 敏雄 白老町副町長

部員 高尾 利弘 総務課長

部員 大塩 英男 企画財政課長

部員 工藤 智寿 産業経済課長

部員 三上 裕志 生活環境課長

部員 瀬賀 重史 建設課長

部員 舛田 紀和 上下水道課長

部員 下河 勇正 健康福祉課長

部員 渡辺 博子 子育て支援課長

部員 鈴木 徳子 学校教育課長

（（４４））白白老老町町都都市市計計画画ママススタターーププラランン策策定定事事務務局局 ＲＲ 現現在在

役 職 氏 名 所 属

事務局長 冨川 英孝 政策推進課長

事務局員 温井 雅樹 政策推進課主幹

事務局員 熊谷 智 政策推進課主幹

事務局員 坂本 世悟 政策推進課主任

ⅡⅡ 用用語語解解説説

オオーーププンンススペペーースス （（ ））
公園・広場・河川・農地など建物によって覆われていない土地。あるいは敷地内の空地を
総称していう。

温温室室効効果果ガガスス （（ ））
地球温暖化を進める気体の総称。主な温室効果ガスには、二酸化炭素、メタン、フロンガ
スなどがある。

街街区区 （（ ））
市街地で、道路・鉄道などの恒久的な施設または河川・水路などによって取り囲まれた、
最小単位の一区画。一般的には道路に囲まれていることが多く、この道路を区画道路とい
う。

開開発発許許可可 （（ ））
主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で行う土地の区画形質の
変更に対する許可制度のこと。

開開発発行行為為 （（ ））
都市計画法第４条第 項に定める、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に
供する目的で行う土地の区画形質の変更をいう。区画形質の変更とは下記による。

区画の変更：開発区域内における道路、里道、水路等の公共施設の新設・改廃を伴う敷
地区画の変更をいう。

形の変更 ：所定の高さの変更を伴う盛土又は切土の面積が、所定の規模以上となる造
成行為による土地の形状の変更をいう。

質の変更 ：農地等宅地以外の土地から宅地への変更をいう。

合合併併処処理理浄浄化化槽槽 （（ ））
下水道が整備されていない地域で、し尿と台所などの生活雑排水を合わせ、微生物処理、
塩素殺菌等により処理する装置のこと。

河河畔畔林林 （（ ））
河川の周辺の繁茂する森林。

カカーーボボンンニニュューートトララルル （（ ））
温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。

旧旧住住宅宅地地造造成成事事業業 （（ ））
人口集中に伴う住宅用地需要の著しい都市及びその周辺地域において、災害の防止と環
境の整備のための適正な規制を行うことにより良好な住宅地を提供することを目的とし
た法律による事業。昭和 年の都市計画法の施行に伴い廃止されている。

狭狭隘隘化化 （（ ））
面積が狭くなっていくこと。

緊緊急急輸輸送送道道路路 （（ ））
大規模な地震などの災害が発生した場合に救命活動や物資輸送を行うための重要な路線。

【【ああ行行】】

【【かか行行】】
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ⅡⅡ 用用語語解解説説

オオーーププンンススペペーースス （（ ））
公園・広場・河川・農地など建物によって覆われていない土地。あるいは敷地内の空地を
総称していう。

温温室室効効果果ガガスス （（ ））
地球温暖化を進める気体の総称。主な温室効果ガスには、二酸化炭素、メタン、フロンガ
スなどがある。

街街区区 （（ ））
市街地で、道路・鉄道などの恒久的な施設または河川・水路などによって取り囲まれた、
最小単位の一区画。一般的には道路に囲まれていることが多く、この道路を区画道路とい
う。

開開発発許許可可 （（ ））
主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に供する目的で行う土地の区画形質の
変更に対する許可制度のこと。

開開発発行行為為 （（ ））
都市計画法第４条第 項に定める、主として建築物の建築又は特定工作物の建設の用に
供する目的で行う土地の区画形質の変更をいう。区画形質の変更とは下記による。

区画の変更：開発区域内における道路、里道、水路等の公共施設の新設・改廃を伴う敷
地区画の変更をいう。

形の変更 ：所定の高さの変更を伴う盛土又は切土の面積が、所定の規模以上となる造
成行為による土地の形状の変更をいう。

質の変更 ：農地等宅地以外の土地から宅地への変更をいう。

合合併併処処理理浄浄化化槽槽 （（ ））
下水道が整備されていない地域で、し尿と台所などの生活雑排水を合わせ、微生物処理、
塩素殺菌等により処理する装置のこと。

河河畔畔林林 （（ ））
河川の周辺の繁茂する森林。

カカーーボボンンニニュューートトララルル （（ ））
温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。

旧旧住住宅宅地地造造成成事事業業 （（ ））
人口集中に伴う住宅用地需要の著しい都市及びその周辺地域において、災害の防止と環
境の整備のための適正な規制を行うことにより良好な住宅地を提供することを目的とし
た法律による事業。昭和 年の都市計画法の施行に伴い廃止されている。

狭狭隘隘化化 （（ ））
面積が狭くなっていくこと。

緊緊急急輸輸送送道道路路 （（ ））
大規模な地震などの災害が発生した場合に救命活動や物資輸送を行うための重要な路線。

【【ああ行行】】

【【かか行行】】
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区区域域区区分分 （（ ））
無秩序な市街化を防止し、計画的に市街化を進めるため、都市計画区域を「市街化区域」
と「市街化調整区域」に区分すること。「線引き制度」とも呼ばれる。

具具体体のの都都市市計計画画 （（ ））
土地利用（市街化区域と市街化調整区域の区分、用途地域等）などの都市計画決定するも
の及び都市計画事業。都市計画事業とは都市施設（道路・公園・下水道等）の整備に関す
る事業や市街地開発事業（土地区画整理事業・市街地再開発事業等）などを指す。

ググリリーーンンツツーーリリズズムム （（ ））
農山漁村地域などにおいて、農林漁業体験や地域の自然や文化にふれ、人びととの交流を
楽しむ滞在型の余暇活動。

工工業業団団地地造造成成事事業業 （（ ））
一般的には工場が立地するのにふさわしい土地を造成する事業をいう。

国国土土強強靱靱化化 （（ ））
大規模自然災害時に、人命を守り、経済社会への被害が致命的にならず、迅速に回復する
「強さとしなやかさ」を備えた国土、経済社会システムを平時から構築していくこと。

ココミミュュニニテティィババスス （（ ））
一般に、公共交通空白地域・不便地域の解消等を図るため、市町村が交通事業者に委託し
て運送を行なう乗合バス（乗合タクシーを含む）や、市町村自らが交通事業者として行な
う有償運送のこと。

ココンンパパククトト・・ププララスス・・ネネッットトワワーークク （（ ））
医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせるよう、地域公共交通
と連携して、コンパクトなまちづくりを進めること。

再再生生可可能能エエネネルルギギーー （（ ））
太陽光、風力、水力、地熱、太陽熱、大気中の熱、その他の自然界に存在する熱、バイオ
マスによるエネルギーといった自然界に存在するエネルギー。枯渇する心配がなく、温室
効果ガスをほとんど排出しないことから環境にやさしいため、新しいエネルギーとして
注目されている。

市市街街化化区区域域 （（ ））
都市計画区域内で、すでに市街地を形成している区域及びおおむね 年以内に優先的か
つ計画的に市街化を図るべき区域。

市市街街化化調調整整区区域域 （（ ））
市街化を抑制すべき区域。

市市街街地地開開発発事事業業 （（ ））
市街地の一定エリア内で、公共施設の整備と宅地の開発を総合的な計画に基づいて一体
的に行う事業。土地区画整理事業や市街地再開発事業などがある。

市市街街地地再再開開発発事事業業 （（ ））
市街地内の老朽木造建築物が密集している地区等において、細分化された敷地の統合、不
燃化された共同建築物の建築、公園、広場、街路等の公共施設の整備等を行うことにより、
都市における土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図る事業。

【【ささ行行】】

指指定定管管理理者者制制度度 （（ ））
地方自治法第 条の に基づき、株式会社等の民間事業者を含む法人やその他の団体
の中から地方公共団体が指定管理者を指定し、公の施設の管理を代行させる制度のこと。

資資本本スストトッックク （（ ））
道路、下水道、公園、空港、ダムなど国民経済全体の基礎としてその円滑な運営を実現す
るため、毎年の公共投資によって形成されてきたストック。

修修景景 （（ ））
自然景観を破壊しないように配慮したり、周辺環境と調和するように景観を整えること。

消消防防水水利利 （（ ））
消防法に規定する消防に必要な水利施設及び消防水利として指定されたもの。（例：消火
栓、防火水槽など）

処処理理人人口口 （（ ））
下水道を利用できる地域の人口。

人人口口集集中中地地区区 （（ ））
国勢調査結果の統計上の地区で、人口密度が 人 以上の調査区が集合し、合計人
口が 人以上となる地区。

人人工工リリーーフフ （（ ））
波の勢いを弱めるため、海岸付近に幅広い浅瀬をつくるもの。波は水深が浅くなると砕け
てその勢いを失うことから、人工リーフによってつくられた浅瀬により沖で波が砕ける
ため、波の小さい海域をつくることができる。

親親水水空空間間 （（ ））
治水機能だけではなく、水辺で遊んだり、河川沿いを散策したりする、水に親しむ機能を
もった空間。

森森林林施施業業 （（ ））
伐採・造林・保育のように、人間が目的を持って継続的に森林に働きかけること。

水水源源涵涵養養 （（ ））
森林の土壌ダムのように降水を貯水し、天然のろ過機能の働きにより、水をきれいに浄化
する働き。別名、「みどりのダム」とも呼ばれている。

水水洗洗化化人人口口 （（ ））
公共下水道及び浄化槽、コミュニティ・プラント等によって、し尿が処理可能で水洗トイ
レにしている人口のこと。

水水位位周周知知河河川川 （（ ））
洪水により国民経済上重大または相当な損害を生じる恐れがある河川で、避難判断水位
（特別警戒水位）を定めて、この水位に到達した旨の情報を出す河川のこと。

大大規規模模盛盛土土造造成成地地 （（ ））
谷や沢を大規模に埋めて造成した土地や、急傾斜の地盤上に高く盛土して造成した土地
のこと。
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指指定定管管理理者者制制度度 （（ ））
地方自治法第 条の に基づき、株式会社等の民間事業者を含む法人やその他の団体
の中から地方公共団体が指定管理者を指定し、公の施設の管理を代行させる制度のこと。

資資本本スストトッックク （（ ））
道路、下水道、公園、空港、ダムなど国民経済全体の基礎としてその円滑な運営を実現す
るため、毎年の公共投資によって形成されてきたストック。

修修景景 （（ ））
自然景観を破壊しないように配慮したり、周辺環境と調和するように景観を整えること。

消消防防水水利利 （（ ））
消防法に規定する消防に必要な水利施設及び消防水利として指定されたもの。（例：消火
栓、防火水槽など）

処処理理人人口口 （（ ））
下水道を利用できる地域の人口。

人人口口集集中中地地区区 （（ ））
国勢調査結果の統計上の地区で、人口密度が 人 以上の調査区が集合し、合計人
口が 人以上となる地区。

人人工工リリーーフフ （（ ））
波の勢いを弱めるため、海岸付近に幅広い浅瀬をつくるもの。波は水深が浅くなると砕け
てその勢いを失うことから、人工リーフによってつくられた浅瀬により沖で波が砕ける
ため、波の小さい海域をつくることができる。

親親水水空空間間 （（ ））
治水機能だけではなく、水辺で遊んだり、河川沿いを散策したりする、水に親しむ機能を
もった空間。

森森林林施施業業 （（ ））
伐採・造林・保育のように、人間が目的を持って継続的に森林に働きかけること。

水水源源涵涵養養 （（ ））
森林の土壌ダムのように降水を貯水し、天然のろ過機能の働きにより、水をきれいに浄化
する働き。別名、「みどりのダム」とも呼ばれている。

水水洗洗化化人人口口 （（ ））
公共下水道及び浄化槽、コミュニティ・プラント等によって、し尿が処理可能で水洗トイ
レにしている人口のこと。

水水位位周周知知河河川川 （（ ））
洪水により国民経済上重大または相当な損害を生じる恐れがある河川で、避難判断水位
（特別警戒水位）を定めて、この水位に到達した旨の情報を出す河川のこと。

大大規規模模盛盛土土造造成成地地 （（ ））
谷や沢を大規模に埋めて造成した土地や、急傾斜の地盤上に高く盛土して造成した土地
のこと。
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第第３３４４条条第第１１１１号号のの規規定定にに基基づづくく条条例例指指定定区区域域 （（ ））
都市計画法に基づき、市街化調整区域の既存集落において、自然的社会的諸条件から市街
化区域と一体的な日常生活圏を構成していると認められるとして条例で定める区域。こ
の区域内では条件を満たすものに限って開発許可が可能となる。

脱脱炭炭素素社社会会 （（ ））
地球温暖化の原因となる二酸化炭素などの温室効果ガスの排出を防ぐために、石油や石
炭などの化石燃料から脱却し太陽光やバイオマスなどの再生可能エネルギーの利用を進
めるなど、低炭素化した社会。その実現には、省エネなどの環境対策や先進的な環境技術
の導入が欠かせない。

ダダウウンンササイイジジンンググ （（ ））
費用の削減や効率化を目的として、モノのサイズを小さくし、用いること。

地地域域森森林林計計画画対対象象民民有有林林 （（ ））
森林法第５条に規定される森林。都道府県は、全国森林計画に即して、森林計画区域別に
その森林計画区に係る民有林について、５年ごとに 年を一期とする地域森林計画を策
定しなければならない。

地地域域地地区区 （（ ））
都市計画法に基づく都市計画の種類のひとつで、都市計画区域内の土地をその利用目的
によって区分し、建築物などについての必要な制限を課すことにより、地域又は地区を単
位として一体的かつ合理的な土地利用を実現しようとするもの。

地地区区計計画画 （（ ））
建築物の用途や高さなど、住民の合意に基づいて、それぞれの地区の特性にふさわしいま
ちづくりを誘導するための計画。

津津波波避避難難ビビルル （（ ））
時間的猶予や地形的条件等の理由により、津波からの避難が特に困難と想定される地域
における、緊急的・一時的な避難をする為の鉄筋コンクリート３階建以上の施設。

低低炭炭素素社社会会 （（ ））
地球温暖化の原因とされる二酸化炭素などの排出を、現状の産業構造やライフスタイル
を変えることで低く抑えた社会。公共交通の充実、再生可能エネルギーの普及促進、エネ
ルギー消費の削減、資源の有効利用などによって実現を目指す。

低低未未利利用用地地 （（ ））
利用周辺地域の利用状況に比べて利用水準が低い土地、又は利用されていない土地。

デデママンンドドババスス （（ ））
バスの効率良い運行を狙って、利用予約に従って運行するシステムで、利用者は希望乗車
時間および乗降停留所を決め、電話やファクシミリ、情報端末から利用を申し込む。

都都市市基基盤盤施施設設 （（ ））
都市において住民が快適で文化的な生活を送るために必要不可欠な都市の基幹施設。一
般には鉄道、道路、下水道、公園などを指すが、大規模な公共建築物を含める場合もある。
インフラストラクチャーともいう。

都都市市計計画画区区域域 （（ ））
都市計画法その他関係法令の適用を受ける土地の区域で、中心の市街地を含み、かつ自然
的・社会的条件、人口・土地利用・交通量などの現況・推移を勘案し、一体の都市として
総合的に整備、開発及び保全する必要がある区域。

都都市市計計画画区区域域のの整整備備、、開開発発及及びび保保全全のの方方針針 （（ ））
都道府県が定める都市計画区域のマスタープラン。都市計画区域の目標、市街化区域と市
街化調整区域の区分（区域区分）の方針、土地利用、道路や公園等の都市施設の整備方針
などを定める。

都都市市計計画画公公園園 （（ ））
都市計画法に基づき、都市施設として都市計画決定された公園。

都都市市計計画画道道路路 （（ ））
都市計画法に基づき都市計画決定された道路をいう。その区域は、将来の事業が円滑にで
きるよう制限が働き、建築規制が課せられる。

都都市市施施設設 （（ ））
都市のさまざまな活動を支える最も基本となる施設で、道路、公園や緑地、下水道や廃棄
物の処理施設など、主に都市計画区域内で、都市計画として定めることができる施設。

土土砂砂災災害害警警戒戒区区域域 （（ ））
土砂災害が発生した場合、住民の生命または身体に危害が生ずるおそれがある土地の区
域で、警戒避難体制を特に整備すべき土地の区域のこと。

土土砂砂災災害害特特別別警警戒戒区区域域 （（ ））
土砂災害警戒区域のうち土砂災害が発生した場合、建築物に損壊が生じ住民の生命また
は身体に著しい危害が生ずるおそれがある土地の区域で、一定の開発行為の制限や居室
を有する建築物の構造が規制される土地の区域のこと。

土土地地区区画画整整理理事事業業 （（ ））
都市計画区域内の土地について、道路、公園、河川等の公共施設の整備・改善及び宅地の
利用の増進を図るために行われる土地の区画形質の変更や公共施設の新設又は変更に関
する事業。

土土地地利利用用（（
））

ここでは、都市計画区域内の土地について適正かつ合理的な利用を推進するため、用途地
域などを都市の将来の動向を勘案して定め、健全な市街地への誘導、形成を図ることを目
的とする、都市計画の根幹をなすもの。

投投資資的的経経費費 （（ ））
地方公共団体の支出のうち、道路や河川、学校施設の整備など、町民の財産づくりとなる
支出に区分される経費のこと。

二二地地域域居居住住 （（ ））

都市部と地方部に２つの拠点を持ち、定期的に地方部でのんびり過ごしたり、仕事をした
りする新しいライフスタイルのひとつ。

農農業業振振興興地地域域 （（ ））
農業振興地域の整備に関する法律に基づき「農業の健全な発展及び国土資源の合理的な
利用」の見地から相当長期（おおむね 年以上）にわたり農業の振興を図る地域として
知事が指定した地域。
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都都市市計計画画区区域域のの整整備備、、開開発発及及びび保保全全のの方方針針 （（ ））
都道府県が定める都市計画区域のマスタープラン。都市計画区域の目標、市街化区域と市
街化調整区域の区分（区域区分）の方針、土地利用、道路や公園等の都市施設の整備方針
などを定める。

都都市市計計画画公公園園 （（ ））
都市計画法に基づき、都市施設として都市計画決定された公園。

都都市市計計画画道道路路 （（ ））
都市計画法に基づき都市計画決定された道路をいう。その区域は、将来の事業が円滑にで
きるよう制限が働き、建築規制が課せられる。

都都市市施施設設 （（ ））
都市のさまざまな活動を支える最も基本となる施設で、道路、公園や緑地、下水道や廃棄
物の処理施設など、主に都市計画区域内で、都市計画として定めることができる施設。

土土砂砂災災害害警警戒戒区区域域 （（ ））
土砂災害が発生した場合、住民の生命または身体に危害が生ずるおそれがある土地の区
域で、警戒避難体制を特に整備すべき土地の区域のこと。

土土砂砂災災害害特特別別警警戒戒区区域域 （（ ））
土砂災害警戒区域のうち土砂災害が発生した場合、建築物に損壊が生じ住民の生命また
は身体に著しい危害が生ずるおそれがある土地の区域で、一定の開発行為の制限や居室
を有する建築物の構造が規制される土地の区域のこと。

土土地地区区画画整整理理事事業業 （（ ））
都市計画区域内の土地について、道路、公園、河川等の公共施設の整備・改善及び宅地の
利用の増進を図るために行われる土地の区画形質の変更や公共施設の新設又は変更に関
する事業。

土土地地利利用用（（
））

ここでは、都市計画区域内の土地について適正かつ合理的な利用を推進するため、用途地
域などを都市の将来の動向を勘案して定め、健全な市街地への誘導、形成を図ることを目
的とする、都市計画の根幹をなすもの。

投投資資的的経経費費 （（ ））
地方公共団体の支出のうち、道路や河川、学校施設の整備など、町民の財産づくりとなる
支出に区分される経費のこと。

二二地地域域居居住住 （（ ））

都市部と地方部に２つの拠点を持ち、定期的に地方部でのんびり過ごしたり、仕事をした
りする新しいライフスタイルのひとつ。

農農業業振振興興地地域域 （（ ））
農業振興地域の整備に関する法律に基づき「農業の健全な発展及び国土資源の合理的な
利用」の見地から相当長期（おおむね 年以上）にわたり農業の振興を図る地域として
知事が指定した地域。
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ババリリアアフフリリーー化化 （（ ））
高齢者や障がい者等が安心・安全で快適な社会生活を送るために、道路や建物の段差・仕
切りをなくすことをはじめ、社会制度や人々の意識、情報の提供等様々な場面で生じるバ
リア（障壁）を取り除くこと。

パパリリ協協定定 （（ ））
年 月にパリにおいて開催されたＣＯＰ （第 回気候変動枠組条約締約国会議）

で採択された気候変動抑制に関する多国間の国際的な協定。 年以降の地球温暖化対
策の国際的な枠組が定められた。

フフッットトパパスス （（ ））
自然や街並みなど昔からあるありのままの風景を、楽しみながら歩くことができる道の
こと。

防防火火地地域域 （（ ））
都市計画法に基づく地域地区のひとつ。建築密度の高い市街地において火災延焼の危険
を低減するため、建築物の構造を制限し不燃化を図る地区のこと。

密密度度のの経経済済 （（ ））
ある一定エリアに集中して事業を展開することで生じる経済効果のこと。

無無電電柱柱化化 （（ ））
道路上にある電柱や電線類を、道路の歩行空間を利用した地中化や民地への設置等によ
り、通行空間の確保、都市景観の向上、都市防災の強化を図ること。

ユユニニババーーササルルデデザザイインン （（ ））
多くの人の多様なニーズを反映して作られた製品、建物、環境のデザイン。

用用途途地地域域 （（ ））
都市機能の維持増進、住環境の保護などを目的とした土地の合理的利用を図るため、都市
計画法に基づき、建築物の用途・容積率・建蔽率及び高さについて制限を行う制度。主に、
住居・商業・工業系に分かれ、 種類の用途地域が設定されている。

ラライイフフラライインン （（ ））

生命線の意味。水道、電気、ガス、電話など住民の生命や暮らしを支える基盤的なシステ

ムのこと。

【【まま行行】】

【【はは行行】】

【【やや行行】】

【【らら行行】】

離離岸岸堤堤 （（ ））

汀線から離れた沖側に汀線にほぼ平行に設置され、上部が海面上に現れている施設。波の
勢いを弱め、越波を減少させたり、離岸堤の背後に砂を貯えて、砂浜の浸食を防いだりす
ることを目的として設置される。

立立地地適適正正化化計計画画 （（ ））
急激な人口減少や高齢化等の今後のまちづくりの課題に対応するため、住宅、医療・福祉、
商業、公共交通等の様々な都市機能の立地の適正化に向けた方針を示す計画。

臨臨港港地地区区 （（ ））
都市計画法に基づき、港湾の円滑な管理運営のため、港湾に隣接する土地の利用を定める
区域。これにより、港湾機能の増進、水際線の有効利用等を図る。

ロロケケーーシショョンンシシスステテムム （（ ））
無線通信やＧＰＳなどを利用してバスの位置情報を収集することにより、バスの定時運
行の調整などに役立てるシステムのこと。

ＣＣＳＳＲＲ活活動動 （（ ））
企業が社会に対して責任を果たし、社会とともに発展していくための活動。

ＭＭａａａａＳＳ （（ ））
地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通
やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービ
ス。 の略称。

ＰＰＰＰＰＰ／／ＰＰＦＦＩＩ （（ ））
ＰＰＰ：公民が連携して公共サービスの提供を行うスキームのこと。ＰＰＰの中には、Ｐ

ＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営（ＤＢＯ）方式、さらに包括的
民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。

ＰＦＩ：公共事業や公共施設の建設、維持管理、運営等を民間企業に委ね、その資金や経
営ノウハウ、技術ノウハウを活用するという手法のこと。

ＳＳＤＤＧＧｓｓ （（ ））
英語の （持続可能な開発目標）の略。 年９月の国連
サミットで採択された 年までの国際目標であり、持続可能な世界を実現するための

のゴール・ のターゲットから構成されている。
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離離岸岸堤堤 （（ ））

汀線から離れた沖側に汀線にほぼ平行に設置され、上部が海面上に現れている施設。波の
勢いを弱め、越波を減少させたり、離岸堤の背後に砂を貯えて、砂浜の浸食を防いだりす
ることを目的として設置される。

立立地地適適正正化化計計画画 （（ ））
急激な人口減少や高齢化等の今後のまちづくりの課題に対応するため、住宅、医療・福祉、
商業、公共交通等の様々な都市機能の立地の適正化に向けた方針を示す計画。

臨臨港港地地区区 （（ ））
都市計画法に基づき、港湾の円滑な管理運営のため、港湾に隣接する土地の利用を定める
区域。これにより、港湾機能の増進、水際線の有効利用等を図る。

ロロケケーーシショョンンシシスステテムム （（ ））
無線通信やＧＰＳなどを利用してバスの位置情報を収集することにより、バスの定時運
行の調整などに役立てるシステムのこと。

ＣＣＳＳＲＲ活活動動 （（ ））
企業が社会に対して責任を果たし、社会とともに発展していくための活動。

ＭＭａａａａＳＳ （（ ））
地域住民や旅行者一人一人のトリップ単位での移動ニーズに対応して、複数の公共交通
やそれ以外の移動サービスを最適に組み合わせて検索・予約・決済等を一括で行うサービ
ス。 の略称。

ＰＰＰＰＰＰ／／ＰＰＦＦＩＩ （（ ））
ＰＰＰ：公民が連携して公共サービスの提供を行うスキームのこと。ＰＰＰの中には、Ｐ

ＦＩ、指定管理者制度、市場化テスト、公設民営（ＤＢＯ）方式、さらに包括的
民間委託、自治体業務のアウトソーシング等も含まれる。

ＰＦＩ：公共事業や公共施設の建設、維持管理、運営等を民間企業に委ね、その資金や経
営ノウハウ、技術ノウハウを活用するという手法のこと。

ＳＳＤＤＧＧｓｓ （（ ））
英語の （持続可能な開発目標）の略。 年９月の国連
サミットで採択された 年までの国際目標であり、持続可能な世界を実現するための

のゴール・ のターゲットから構成されている。
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